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資料 1. 調査団員・氏名 
 

(1) 現地調査Ⅰ 

氏名 業務内容 所属 

丹原 一広 団長 
JICA 人間開発部基礎教育グループ 

基礎教育第二課 課長 

徳田 真人 計画管理 
JICA 人間開発部基礎教育グループ 

基礎教育第二課  

杉浦 晃 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

高橋美奈子 運営維持／教育計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

一番ヶ瀬佳昭 施工計画／調達事情／積算 株式会社 毛利建築設計事務所 

田中 広美 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 

(2) 現地調査Ⅱ 

氏名 業務内容 所属 

丹原 一広 団長 
JICA 人間開発部基礎教育グループ 

基礎教育第二課 課長 

辻 恵子 調達監理計画 JICS 業務第一部 施設第三課 

杉浦 晃 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

高橋 美奈子 運営維持／教育計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

福島 健 建築計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

榎本 久美子 施工計画／調達事情／積算 株式会社 毛利建築設計事務所 

田中 広美 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 

(3) 現地調査 III 

氏名 業務内容 所属 

増田 淳子 団長 JICA セネガル事務所次長 

徳田 真人 計画管理 
JICA 人間開発部基礎教育グループ 

基礎教育第二課  

杉浦 晃 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

榎本 久美子 施工計画／調達事情／積算 株式会社 毛利建築設計事務所 

小林 美和子 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 
 
 
 

1



 
 

(4)概略設計概要説明調査 

氏名 業務内容 所属 

丹原 一広 団長 
JICA 人間開発部基礎教育グループ 

基礎教育第二課 課長 

杉浦 晃 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

小林 美和子 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 
 

(5) 入札参考資料説明調査 

氏名 業務内容 所属 

杉浦 晃 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

榎本 久美子 施工計画／調達事情／積算 株式会社 毛利建築設計事務所 

田中 広美 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 
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資料 2. 調査行程 
 

(1) 現地調査Ⅰ 
日時 官団員 ａ ｂ ｄ ｅ

総括、計画管理 業務主任／施設計画 運営維持／教育計画
施工計画／調達事情

／積算
通訳

JICA 杉浦晃 高橋美奈子 一番ヶ瀬佳昭 田中　広美
12日間 20日間 20日間 20日間 20日間

1 4/3 土

2 4/4 日

3 4/5 月

4 4/6 火
Agetip面談、教育大臣
表敬

ａに同行

5 4/7 水
経済産業省面談、住宅
省面談

同上

6 4/8 木
ANICT面談、現地コン
サルタント面談

同上

7 4/9 金
ミニッツ署名立会い、教
育省面談

現地コントラクター面
談、職人組合訪問

bに同行

8 4/10 土

9 4/11 日

キタAE、バマコ右岸AE
協議

労働省面談、コンサル
タント面談

bに同行

バマコ→ダカール 教育省協議
教育省協議、バマコ左
岸ＡＥ協議

教育省協議 bに同行

11 4/13 火
JICA事務所報告
ダカール→パリ→

バマコ右岸AE協議、要
請校視察

バマコ右岸AE協議、要請校視
察、技プロ関係者協議

現地コントラクター面
談、JICS面談

aに同行

12 4/14 水 →成田着　06：30
現地コンサルタント面
談

aに同行

13 4/15 木 カティAE協議 aに同行

14 4/16 金 教育省協議、補足調査 aに同行
教育省協議、地理局面
談

aに同行

15 4/17 土 クリコロ州FANA県訪問 補足調査 aに同行 ａに同行

16 4/18 日 バマコ発→ダカール 資料整理

17 4/19 月 JICA事務所報告
教育省協議、バマコ左
岸AE協議

現地コンサルタント面
談

bに同行

18 4/20 火
ダカール⇒アディスア
ベバ⇒バンコク⇒

バマコ⇒アディスアベ
バ⇒バンコク

バマコ⇒アディスアベ
バ⇒バンコク

バマコ⇒アディスアベ
バ⇒バンコク

19 4/21 水 バンコク⇒ バンコク⇒ バンコク⇒ バンコク⇒

20 4/22 木 →成田着 →成田着 →成田着 →成田着

10 4/12 月

バマコ左岸要請校視察、クリコロAE協議、要請
校視察

成田発→

→パリ16:30 → 20:10バマコ着

教育省協議、バマコ右岸・左岸内学校視察

ミニッツ協議、クリコロ州サイト視察（クリコロ）

ミニッツ署名、ＪＩＣＳ表敬、日本大使館報告

技プロ関係者協議、第2、3次計画校視察、カティ市教員養成校建設現場視察

教育省（CADDE）表敬、教育省協議、日本大使館表敬、教育大臣表敬

資料整理

JICAマリ事務所報告

カイ州キタＡＥ協議、要請校視察

教育省協議、カティAE協議、要請校視察
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(2) 現地調査Ⅱ 

日時 官団員 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

総括、調達監理計画 業務主任／施設計画 運営維持／教育計画 建築設計
施工計画／調達事情

／積算
通訳

JICA/JICS 杉浦晃 高橋美奈子 福島健 榎本久美子 田中　広美
9日間 42日間 39日間 37日間 34日間 42日間

1 8/28 土 成田発→パリ 成田発→

2 8/29 日 パリ→バマコ着 →パリ→バマコ着

3 8/30 月 ａに同行

4 8/31 火 同上

5 9/1 水 AE協議（バマコ左・クリコロ） 同上

6 9/2 木 AE協議（バマコ右・カティ） 同上

7 9/3 金
学校視察、
バマコ発→

学校視察等 AE協議(キタ） 同上

8 9/4 土 →パリ→ サイト調査準備 サイト調査準備 サイト調査準備 地方調査準備 同上

9 9/5 日 →成田着

10 9/6 月 サイト調査1（バマコ左） サイト調査1（バマコ左） サイト調査1（バマコ左） 地方施工調査1（バマコ左） ａに同行

11 9/7 火 サイト調査2（バマコ左） サイト調査2（バマコ左） サイト調査2（バマコ左） 地方施工調査2（バマコ左） 同上

12 9/8 水 サイト調査3（バマコ右） サイト調査3（バマコ右） サイト調査3　（バマコ右） 地方施工調査3（バマコ右） 同上

13 9/9 木 資料整理（断食明け休日）

14 9/10 金 同上

15 9/11 土 サイト補足調査 サイト補足調査 サイト補足調査 サイト補足調査 同上

16 9/12 日 資料整理、団内協議

17 9/13 月 サイト調査4 （バマコ右） サイト調査4 （バマコ右） サイト調査4 （バマコ右） 地方施工調査4 （バマコ右） aに同行

18 9/14 火 サイト調査5 （クリコロ） サイト調査5 （クリコロ） サイト調査5 （クリコロ） 地方施工調査5 （クリコロ） 同上

19 9/15 水 サイト調査6 （ﾊﾞﾅﾝﾊﾞ） サイト調査6 （ﾊﾞﾅﾝﾊﾞ） サイト調査6 （ﾊﾞﾅﾝﾊﾞ） 地方施工調査6 （ﾊﾞﾅﾝﾊﾞ） 同上

20 9/16 木 サイト調査7 （ｶﾗﾊﾞﾝｺﾛ） サイト調査7 （ｶﾗﾊﾞﾝｺﾛ） サイト調査7 （ｶﾗﾊﾞﾝｺﾛ） 地方施工調査7 （ｶﾗﾊﾞﾝｺﾛ） 同上

21 9/17 金 サイト調査8 （ファナ） サイト調査8 （ファナ） サイト調査8 （ファナ） 地方施工調査8 （ファナ） 同上

22 9/18 土 サイト調査9 （ｼﾞｮｲﾗ） サイト調査9 （ｼﾞｮｲﾗ） サイト調査9 （ｼﾞｮｲﾗ） 地方施工調査9 （ｼﾞｮｲﾗ） 同上

23 9/19 日 資料整理、団内協議

24 9/20 月 サイト調査10(クリコロ） サイト調査12(クリコロ） サイト調査12(クリコロ） 地方施工調査12（クリコロ） aに同行

25 9/21 火 教育省協議 aに同行 教育省協議、建築関連調査 教育省協議、調達調査 同上

26 9/22 水 資料整理、団内協議　（独立記念日）

27 9/23 木 サイト調査11（キタ1） サイト調査11（キタ1） サイト調査11（キタ1） 地方施工調査11（キタ1） aに同行

28 9/24 金 サイト調査12（キタ１-2） サイト調査12（キタ１-2） サイト調査12（キタ１-2） 地方施工調査12（キタ１-2） 同上

29 9/25 土 サイト調査13(カティ） サイト調査13(カティ） サイト調査13(カティ） 地方施工調査13(カティ） 同上

30 9/26 日 資料整理、団内協議

31 9/27 月 サイト調査14（カティ） サイト調査14（カティ） サイト調査14（カティ） 地方施工調査14（カティ） aに同行

32 9/28 火 教育省協議 教育省協議、保健省協議 建築関連調査 施工関連調査 同上

33 9/29 水 サイト補足調査 NGO協議、保健省協議 同上 同上 bに同行

34 9/30 木 施設計画調査 NGO協議、教育省協議 同上 同上 同上

35 10/1 金 教育省協議 同上 同上 同上 同上

36 10/2 土

37 10/3 日 資料整理 バマコ発→ 資料整理 バマコ発→ 資料整理

38 10/4 月 教育省協議 →パリ→ 建築関連調査 →パリ→ ａに同行

39 10/5 火 テクニカルノート署名 →成田着 同上 →成田着 cに同行

40 10/6 水
バマコ→ダカール
JICAセネガル事務所報
告、ダカール発→

同上、バマコ発→ 同上、バマコ発→

41 10/7 木 →パリ→ →パリ→ →パリ→

42 10/8 金 →成田着 →成田着 →成田着

現地祝日　9月9日、10日　ラマダン明け休暇、9月22日　独立記念日

資料整理、団内協議

教育省CADDE表敬訪問、教育次官表敬訪問、日本大使館表敬訪問

UNICEF表敬訪問、教育省協議、UNESCO表敬訪問

成田発→パリ

パリ→バマコ着

資料整理、団内協議

0415 パリ1630 → 2010バマコ　

ANICT訪問、FANA Cap訪問

教育省協議、ミニッツ署名

成田発 →
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(3) 現地調査 III 

(a) (b) (c ) (d) (e)

団長 計画管理
業務主任／施設計

画
施工計画／調達事

情／積算
通訳

増田　淳子 徳田　真人 杉浦　晃 榎本　久美子 小林美和子
1 3/5 土 東京 → 東京→パリ
2 3/6 日 ダカール→バマコ 東京→パリ→バマコ →パリ→バマコ パリ→バマコ
3 3/7 月 日本大使館表敬、教育・識字・国語省表敬・協議 (c )に同行
4 3/8 火 教育・識字・国語省協議、外務・国際関係省訪問 (c )に同行
5 3/9 水 教育・識字・国語省協議、ミニッツ協議 (c )に同行

教育・識字・国語省協議ミニッツ署名、大使館報告 (c )に同行
バマコ→ダカール

7 3/11 金 バマコ→ダカール

教育・識字・国語省
打合せ、
現地コンサルタント
打合せ

(c )に同行

8 3/12 土
現地コンサルタント
打合せ

(c )に同行、バマコ→

9 3/13 日 資料整理 →パリ→

10 3/14 月
教育・識字・国語省
打合せ、バマコ→

→東京

11 3/15 火 →パリ→ 東京→パリ
12 3/16 水 →東京 パリ→バマコ

13 3/17 木

教育・識字・国語省
テクニカルノート協
議、現地コンサルタ
ント打合せ

14 3/18 金
教育・識字・国語省
テクニカルノート協
議、署名

15 3/19 土
現地コンサルタント
打合せ

16 3/20 日 資料整理

17 3/21 月
現地コンサルタント
打合せ、バマコ→

18 3/22 火 →パリ→
19 3/23 水 →東京

官団員 コンサルタント

6 3/10 木

 
 

(4) 概略設計概要説明調査 

官団員
(a) (b ) (c )

団長 業務主任／施設計画 通訳
丹原　一広 杉浦　晃 小林美和子

1 4/4 月 東京→パリ→バマコ アディスアベバ→バマコ 東京→パリ→バマコ

2 4/5 火
日本大使館表敬、世銀協議
教育・識字・国語省協議

日本大使館表敬、
教育・識字・国語省協議

(b )に同行

3 4/6 水 教育・識字・国語省表敬、協議 (b )に同行

4 4/7 木 教育・識字・国語省協議、ミニッツ署名 (b )に同行

教育・識字・国語省協議ミニッツ署名、外務省報告、日本大使館報告 (b )に同行

バマコ→ 現地コンサルタント打合せ バマコ→

6 4/9 土 →パリ→ バマコ→アディスアベバ →パリ→

7 4/10 日 →東京 →東京

5 4/8 金

コンサルタント
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(5) 入札参考資料説明調査 
      施工計画／調達事情／積算 業務主任／施設計画 通訳 

  日時   榎本久美子 (a) 杉浦晃 (b) 田中広美 (c) 

      9 日間 9 日間 9 日間 

1 6 月 11 日 土 成田発→     

2 6 月 12 日 日 →パリ→バマコ着      

3 6 月 13 日 月 
教育省表敬、 

ローカルコンサル打合せ 
    

4 6 月 14 日 火 同上   

5 6 月 15 日 水 同上   

6 6 月 16 日 木 同上   

7 6 月 17 日 金 
教育省図書案提出・説明 

バマコ発 
  

8 6 月 18 日 土 →パリ→ 成田発→パリ 同左 

9 6 月 19 日 日 →成田着 パリ→バマコ着 同左 

10 6 月 20 日 月  教育省表敬・協議 同左 

11 6 月 21 日 火  教育省協議、補足調査 同左 

12 6 月 22 日 水  同上 同左 

13 6 月 23 日 木  
教育省協議、 

テクニカルノート署名 
同左 

14 6 月 24 日 金  関係機関報告、バマコ発 同左 

15 6 月 25 日 土  →パリ→ バマコ発→ 

16 6 月 26 日 日  →成田着  
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資料 3. 関係者（面会者）リスト 
 

【教育・識字・国語省】 

 次官 M. Dénis DOUGNON 

 技術顧問 M. Bonaventure MAIGA 

 教育地方分権化・分散化室長 M. Abou DIARRA 

 学校施設計画・監理部長 M. Adama S. KEITA 

 企画統計室 副室長 M. Issiaka M. NIAMBELE 

 企画統計室 統計課長 M. Oumar CISSE 

 企画統計室 統計課 エンジニア M. Abdoulaye MAIGA 

 基礎教育局長 Mamadou DIABATE 

 基礎教育部長 M. Yaranga TRAORE 

 総務財務部 M. Hassane SAMASSEKOU 

 国家教育局長 M. Mamadou Lamine SISSOUMA 

  プログラム部長 M. Youssouf KONANDJI 

  学校保健担当 M. Fodé SIDIBE 

  学校保健担当 M. Bazi MAIGA 

  学校保健担当 Mme. Cissé Mariétou TRAORE 

 

【バマコ左岸アカデミー】 

 局長 Mme. Diallo Fadimata B. TOURE 

 基礎教育部長 M. Abdelkarim A. MAIGA 

 Banconi CAP長 M. Mamadou KEITA 

 Diélibougou CAP長 M. Moussa GORO 

 Hippodrome CAP長 M. Néguédougou SANOGO 

 Bozola CAP長 M. Issoufi DICKO 

 Lafiabougou CAP長 M. Ibrahima H. DICKO 

 Sebenikoro 副CAP長  M. Fablan DOUMBIA 

 Bamako Coura 副CAP長 M. Ahmed WANGARA 

 Centre Commercial 副CAP長 Mme Minata COULIBALY 

 
【バマコ右岸アカデミー】 

 局長 Mme. Diama Cissouma TOGOLA 

 基礎教育部長 M. Kodiougou DIABATI 

 Banankabougou CAP長 M. Demba CISSOKO 
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 Faradié CAP長 M. N'go Zia DEMBERE 

 Kalaban coura CAP長 M. Soumama NIARE 

 
【クリコロ・アカデミー】 

 中等教育部長 M. Amadou SIDIBE 

 基礎教育担当部長 M. Ousmane BOUARE 

 Koulikoro CAP長 M. Mohamed Agoumour TOURE 

 Banamba CAP長 M. Moussa NIANG 

 Kolokani CAP指導主事 M. Jean-Pierre KONARE 

 
【カティ・アカデミー】 

 局長 M. Djibrilla MAIGA 

 CAF 部長 M. Boukary TOMBOURO 

 基礎教育担当 M. Mamadou SANGARE 

 Dioila CAP長 M. Abdoul Wahidou MAIGA 

 Fana CAP長 Pr. Galledou BABRI 

 Kalabancoro副CAP長 M. Oumar TOGO 

 Kati Cap長 Mme Aissata BOCOUM 

 
【キタ・アカデミー】 

 アカデミー長 M. Toumani SOGORE 

 通信・総務・財務課長 M. Alassane Demba SIDIBE 

 識字課長 M. Madibo SANOGO 

 Kita I 副CAP長  M. Amadou BORE 

 Kita II 副CAP長 M. Mibimba DEMBELE 

 
【アフリカ開発銀行】 

 アフリカ開発基金プロジェクト実施室長 M. Mamadou Yorodian DIAKITE 

 資金管理担当 M. Mamadou Moulaye TRAORE 

 

【イスラム開発銀行】 

 BID教育プロジェクト実施室コーディネーター M. Youssouf BERTHE 

 

【保健省】 

 保健総局 衛生・水・排水課長 M. Sory Ibrahima BOUARE 

  労働・学校スポーツ健康課長 Dr. Moussa GUINDO 
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 保健情報教育広報センター長 M. Aboubakar Hamidou MAIGA 

  プログラム課長 M. Ladji Sidi TRAORE 

 
【経済財務省 公共調達総局】 

 副総局長 M. Youssouf DIARRA 

 広報担当 M. Sahadati MAIGA 

 

【UNICEF】 

 教育課長 M. Assane AMADOU 

 基礎教育担当 M. Idrissa DIARRA 

 開発コミュニケーション担当 Mme Marte Paloneque 

 就学前教育担当 Mme Haleinta THIAM-TRAORE 

 
【Unicef Koulikoro】 

 教育専門官 M. Mohamed Kanté 

 教育担当官 Mme. Cissé Mariam Mbarakou Touré 

 

【UNESCO】 

 マリ事務所所長 M. Juma SHABANI 

 教育プログラム担当 M. Sidiki KONATE 

 
【ANICT】 

 経理・財務部長 M. Arouna TOURE 

 
【CDIFME(NGO)】 

 主席マネージャー M. Fofofana TOUANY 

 コーディネーター M. Mamadou SANOGO 

 

【World Education (NGO)】 

 - M. Djoukou COULIBALY 

 

【C.A.E.B. (NGO)】 

 代表 M. Gahoussou Traore 

 CGSプロジェクトアシスタント M. Boua Mamadou KONE 

 CGSプロジェクトスーパーバイザー M. Drissa FAYE 
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【日本大使館】 

 大使 中川 幸子 

 

【学校運営委員会支援プロジェクト】 

 チーフアドバイザー 尾上 公一 

 専門家 齊藤 由紀子 

   
【JICAマリフィールドオフィス】 

 ボランティア調整員 加藤 聡子 

 セネガル事務所 ボランティア調整員 杉野 和也 
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マリ共和国 

第四次小学校建設計画 

概略設計調査Ⅰ 

協議議事録 

 

 

 マリ共和国政府より提出された要請に基づき、日本政府は「第四次小学校建設計画」（以下「プ

ロジェクト」と称する）に関する概略設計調査を行うことを決定し、本調査の実施を独立行政法

人国際協力機構（以下「JICA」と称する）に委託した。 

 

 JICA は、マリ共和国へ人間開発部基礎教育グループ基礎教育第二課長丹原一広を団長とする概

略設計調査団（以下「調査団」と称する）を派遣し、2010 年 4 月 4日より 2010 年 4 月 18 日まで

同国に滞在する予定である。 

 

 協議および現地調査の結果、両者は付属書に記載された主要な項目を確認した。 

 

マリ共和国バマコ市 2010 年 4 月 9 日 

 

 

 

 

   

丹原 一広 

団長 

概略設計調査団 

独立行政法人国際協力機構 

日本 

 

 

 

 

Abou DIARRA 

教育地方分権化・分散化推進室長 

教育・識字・国語省 

マリ共和国 
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付属書 

 

１．プロジェクトの目的 

 本プロジェクトの目的は、教室施設の建設・建替え・拡充、及び家具の供与を通して、クリコ

ロ州、カイ州、バマコ特別区における小学校の教育環境を改善することである。 

 

２．プロジェクト対象地域 

 本プロジェクトの対象地域は、クリコロ州（クリコロ及びカティの教育アカデミー管轄下）、カ

イ州（キタ教育アカデミー管轄下）、バマコ特別区（バマコ右岸及び左岸の教育アカデミー管轄下）

とする。（別紙１参照） 

 

３．相手国実施責任機関 

3-1. 本プロジェクトの責任機関は、マリ国教育・識字・国語省である。 

3-2. 本プロジェクトの実施機関は、マリ国教育・識字・国語省／教育地方分権化・分散化推進室

が行う。 

3-3. 教育・識字・国語省の組織図は、別紙 2に示すとおりである。 

 

４．要請内容 

 協議を通じて、マリ国側は以下に示す内容を 終的な要請内容として提示し、日本側はこれを

確認した。両者は、日本の無償資金協力の対象となる協力内容はサイト調査および国内解析を通

じて決定され、要請のあった全ての内容が必ずしも計画の対象とはならないことを確認した。 

4-1. 対象校 

 別紙 3 に示されるクリコロ州、カイ州、バマコ特別区内の要請校の中から、別紙 4 に示される

選定基準に従って対象校を選定することで両者合意した。なお、今回の現地調査Ⅰの結果に基づ

き、次回の現地調査Ⅱで踏査を行う調査対象校案（50 校程度）を選定する。また、次回の現地調

査Ⅱの結果に基づき、 終的な対象候補校が決定される。 

4-2. 要請施設 

 教室の建設を基本とする。ただし、マリ国の小学校施設標準に基づき、校長室・トイレ・倉庫

が未整備の対象校についてはこれらの施設を建設することとする。 

4-3. 要請機材 

 教室家具を供与する。 

 

５．日本の無償資金協力制度 

5-1. マリ国側は、別紙 5、別紙 6、別紙７、および別紙 8 に記載されている日本のコミュニティ

開発支援無償資金協力制度について十分に理解した。 

5-2. マリ国側は、無償資金協力が実施される場合、プロジェクトの円滑な実施のために別紙 8に

記載されているとおりの必要な措置を行う。 

 

29



６．調査のスケジュール 

6-1. 本調査団コンサルタントは、引き続き 2010 年 4 月 18 日まで調査を継続する。 

6-2. JICA は本調査を踏まえ協力計画案を作成した上で、2010 年 5 月頃にマリ国へ概略設計Ⅱ調

査団を派遣する。 

6-3. JICA は概略設計概要書を作成したのち、その内容説明のため 2010 年 10 月頃にマリ国へ概

略設計概要書説明調査団を派遣する。 

6-4. 概略設計概要書がマリ国政府に合意された場合、JICAは概略設計調査 終報告書を完成し、

これを 2011 年 3 月頃マリ国政府へ送付する。 

 

７．その他協議事項 

新教育政策の実施により、現行のサイクル１・サイクル２という区分を廃止し、9 年間の一貫し

た基礎教育制度になることをマリ側は説明した。 

 

別紙１：対象サイト地図  

別紙２：教育・識字・国語省組織図  

別紙３：要請校リスト  

別紙４：選定基準案 

別紙５：コミュニティ開発支援無償資金協力制度概要 

別紙６：コミュニティ開発支援無償資金協力における資金の流れ 

別紙７：コミュニティ開発支援無償資金協力における実施の流れ 

別紙８：被援助国に求められる主な措置 

（※本和訳には別紙４の和訳のみ添付。） 
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別紙４：選定基準案 

 

【選定条件】 

 土地所有権または使用権が書面で確認できること。 

 他ドナー又は政府による整備計画と重複のないこと。 

 自然災害による被災可能性や治安上の問題がないこと。 

 施工および施工監理上の支障がないこと。（アクセス、広さ、地勢等） 

 就学需要、施設整備のニーズが明確なこと。 

 対象となる学校への教員の確保が担保されていること。 

 

【優先順位付けの基準】 

 就学需要の高い学校を優先する（生徒数の急増、就学率の向上など）。 

 施設整備のニーズが高い学校を優先する（教室混雑度、不完全校、複式学級、入学制限、2

部制、老朽化など）。 

 施工管理の観点から幹線道路からのアクセスのよい学校を優先する。 

 学校運営委員会（CGS）が設置されており、学校運営・維持管理体制がよい学校を優先する。 
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マリ共和国 

第四次小学校建設計画 

概略設計調査Ⅱ 

協議議事録 

 

 

 マリ共和国政府（以下「マリ」と称する）より提出された要請に基づき、日本政府は「第四次

小学校建設計画」（以下「プロジェクト」と称する）に関する概略設計調査を行うことを決定し、

本調査の実施を独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」と称する）に委託した。 

 

 JICA は、マリ共和国へ人間開発部基礎教育グループ基礎教育第二課長丹原一広を団長とする概

略設計調査団（以下「調査団」と称する）を派遣し、2010 年 8 月 29 日より 2010 年 10 月 6 日ま

で同国に滞在する予定である。 

 

 協議および現地調査の結果、両者は付属書に記載された主要な項目を確認した。 

 

マリ共和国バマコ市 2010 年 9 月 1 日 

 

 

 

 

   

丹原 一広 

団長 

概略設計調査団 

独立行政法人国際協力機構 

日本 

 

 

 

 

Dénis DOUGNON 

次官 

教育・識字・国語省 

マリ共和国 
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付属書 

 

１． プロジェクトの目的 

 本プロジェクトの目的は、教室施設の建設・建替え・拡充、及び家具の供与を通して、クリコロ州、

カイ州、バマコ特別区における小学校の教育環境を改善することである。 

 

２． 協力対象候補校 

 協議を通じて、両者は協力対象候補校として別紙１のとおり合意した。なお、クリコロ州コロカニ

CAP の Kolokani B、Guihoyo, N'tiobougou, Djinadjabougou については現地調査Ⅰで合意した要請校

には含まれていなかったものの、マリ側より上記 4校は JICA の支援による学校運営委員会支援プロジ

ェクトの対象校となっており、これら 4 校を本プロジェクトに含めることで上記二つのプロジェクト

双方に 良の相乗効果をもたらすことから、上記４校を対象候補校としたいとの説明がなされ、調査

団としてその追加について了解した。 

 

３． 日本の無償資金協力制度について 

 調査団側はマリ側に対して改めて、本事業の実施体制及び手続きについて説明を行い、マリ側はこ

れを理解した。また、別紙２に記載されているプロジェクトの円滑な実施のために必要な措置につい

ても、マリ側はこれを理解し、合意した。 

 

４． 調査のスケジュール 

4-1. 本調査団コンサルタントは、引き続き 2010 年 10 月 6 日まで調査を継続する。 

4-2. JICA は本調査を踏まえ概略設計概要書を作成したのち、その内容説明のため 2011 年 1 月頃にマ

リ国へ概略設計概要書説明調査団を派遣する。 

4-3. 概略設計概要書がマリ国政府に合意された場合、JICA は概略設計調査 終報告書を完成し、これ

を 2011 年 5 月頃マリ国政府へ送付する。 

 

５． その他協議事項 

5-1. 両者は本プロジェクトの早期完工のため迅速な免税措置が行われることが重要であることを確

認した。マリ側は、免税にかかる省令が調達代理機関との契約承認後 3ヶ月以内に取得されるよ

う促進することを約束した。 

5-2.  調査団は、G/A に記載される期間（通常 14 日）までに政府口座を開設し、所定の期間（通常 7

日）内に JICA セネガル事務所に対して書面でその旨通知することを説明し、マリ側は合意した。 

5-3.  施設・機材コンポーネントは本プロジェクト2010年4月9日付のミニッツで合意されているが、

これに加えソフト支援を検討することを両者は合意した。 

 

別紙１：協力対象候補校 

別紙２-1：コミュニティ開発支援無償資金協力制度概要 

２-２：コミュニティ開発支援無償資金協力における資金の流れ 
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マリ国 

第 4 次小学校建設計画 

準備調査 II 

テクニカルノート 
 
 JICA は第 4 次小学校建設計画（以下「プロジェクト」と称する）の準備調査団を

マリに派遣した。2010 年 9 月１日のミニッツ署名後コンサルタントチーム（以下「チ

ーム」と称す）は 2010 年 10 月 6 日まで調査を継続した。 

 

「チーム」は、マリ国関係者と協議し、調査対象地域において現地調査を行った。 
 
協議及び現地調査の結果、双方は付属書に記述された主要な項目を確認した。 

 
バマコ 2010 年 10 月 5 日 

仏語にてオリジナル 2 部を作成 
 
 
 
 
 
 

  

杉浦 晃 
業務主任 
準備調査団 
株式会社毛利建築設計事務所 
 
 
 
 
 

 アブー ディアラ 
マリ共和国 
教育、識字、国家言語省 
地方分権・教育地方分権支援課(セル)
長 
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付属書 
 
1. サイト変更 

マリ側は、以下の 4 校について調査対象サイトの変更を要請し、チームは変更された学校サ

イトを調査した。 
 
No. AE CAP 変更前学校名 変更後学校名 
1 KATI Fana Fana CⅡ Fana CⅠ 
2 Koulikoro Koulikoro Cholabougou Chola 
3 Koulikoro Banamba Soya Kagaro Gsid 
4 Kita KitaⅡ BandikoⅠ BadinkoⅡ 

 
2. 最終調査対象校リスト 

サイト調査対象校(60 校)のリストを別添 1 に記す。計画対象校はこのリストの対象校の中から

選定される。なお、各学校に ID 番号を設定する。 
 

3. 調査票の回収 
別添 2 に示した 14 のコミューンについては、質問票が回収出来なかったため、マリ側は同質

問票を回収し、チーム側に提出すことを約束した。 
 
4. 土地所有権証書/土地使用権証書 

マリ側は、別添 2 に記載した 43 校全てにつき管轄コミューンより土地所有権証書もしくは土

地使用権証書を回収することを約束した。チームは本証書を 2011 年 1 月に予定されている次

回の調査(ミッション)までに提出する事が対象校として選定される条件となっている事を伝

えた。 
 

5. 調査対象校の優先度 
両者は以下のクライテリアに従い調査対象校の優先付けを行う事に合意した。 
 
《優先度を上げる要因》 
① 教室を整備することで完全校に移行可能な不完全校。 
② 教室不足のため、1 クラス 72 人以上の過密クラスで授業を実施している学校。 
③ 教室不足のため、2 部制授業を実施している学校。 
④ 教室不足のため、複式学級を採用している学校。 
⑤ 教室不足が入学制限の要因となっている学校。 
⑥ 劣悪な老朽校舎や仮設校舎での授業を実施している学校。 
《優先度を下げる要因》 
① プロジェクト実施前に多大な造成を必要とする学校。 
② 建設中の校舎がある学校。 
③ アクセスの悪い学校。 
④ 現在未使用の教室を有する学校。 

 
チームは日本における結果解析においてこの優先順位を基にしてプロジェクト対象校選定を

行う。本調査で確認した各校の状況を別添 3 に示す。 
 

6. プロジェクト対象校の教室数の規模設定 
両者は、計画校の教室数の規模設定について、基本的に JICA による第 3 次小学校建設(以下“第

3 次計画”と称する)の考え方を踏襲することを合意した。但し、就学生徒数は本調査におい

て収集した生徒数をもとに算定する。また、施設タイプは 2 教室、3 教室、6 教室（2 階建て）

の 3 タイプを設け、各対象校の必要性に応じた教室数を設定する。 
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その他、第 3 次計画において定めた前提条件の中から以下の要素を本プロジェクトにおいて

考慮するものとする。 
・ 1 教室あたりの生徒数は 50 人を基準値とする。 
・ 1 教室あたりの最大生徒数は 72 人を上限とする。 

 
7. 新設校の想定生徒数 

チームは以下の 2 校の新設校がある事を確認した。 
・ BG-3: Hippodrome extension 9 教室建設中。 
・ FN-3: Fana Extention Ouest 建設中の教室なし。 
 
チームはマリ側に以下の情報を要求した。 
・ 新設校の学年別想定生徒数。 
・ 新設校の設置に伴い生徒が移動すると想定される近隣学校名および学年別生徒数。 
・ 新設校の運営に必要と想定される教職員数。 
 

8. 施設計画 
両者は、施設計画について以下の事項に合意した。 
・ 教室の大きさ、便所棟のタイプや大きさは第 3 次計画の考え方を踏襲する。 
・ 家具の仕様、個数は第 3 次計画の考え方を踏襲する。 
・ 校長室・倉庫については教室棟と別とすることも検討する。 
 
本現地調査において協議した施設の改善項目は以下の通り。 
・ スロープの設置。 
・ 電気設備(照明、天井扇、コンセント）。 
・ フェンス；何校かにおけるフェンスの必要性。 
・ 幅木、腰幅木の設置。 
・ 天井。 
・ 黒板 (黒板受け、大きさ、側壁)。 
・ 教壇。 
・ 校長室の窓の鉄格子及び網戸。 
・ 側溝。 
・ 靴づり。 
・ 屋根の形状及び屋根材。 
・ 外壁の色彩。 
・ 2 階建て校舎。 
・ トイレ浄化槽の通気パイプ。 
・ トイレ給水タンク。 

 
両者は上記改善項目の決定は日本側が行う事に合意した。 
 

9. ソフトコンポーネント 
両者は、適切なトイレの使用方法や維持管理方法を学校関係者に伝えるためのソフトコンポ

ーネントの実施を検討することを合意した。同ソフトコンポ-ネントにおいては、本計画第 2
次で策定されたガイド及びマニュアル、保健省などが有する既存のモジュールやツールを可

能な限り活用する事とする。 
 

10. コミュニティ学校 
マリ側は、コミュニティ学校が計画対象となった場合は同校を優先的に公立校に変換する予

定である事をチームに説明した。 
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11. マリ側による新校舎建設 
チームは、本プロジェクト対象校においてマリ国もしくは他ドナーにより今後新たに教室が

建設された場合は、計画教室数の削減や計画対象からの除外の可能性もあることを説明し、

マリ側もこれを了解した。 
 

別添 1：プロジェクト対象校リスト 
別添 2：質問票及び学校所有権証明書類回収状況 
別添 3：調査対象校関連データまとめ表 
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